
オールジャパンで結成する国際的なオンライン教育プラットフォーム
Japan Virtual Campus（JV-Campus）構想（全体概要）

事業戦略策定（大学等ニーズ調査実施：7月中予定）
プラットフォーム構築
► JV－Campusプロトタイプ版立上げ（９月予定）
☞個別大学既存オンライン教育プラットフォームの紹介&リンク
テスト版の運用開始（2022年初頭予定）
パイロット科目の開発

本格事業開始
運営事業体への完
全移行

2024年度

パイロット事業継続・
拡大
事業評価・見直し

2023年度

パイロット事業開始

事業評価・見直し

運営事業体設立

2022年度2021年度

事
業
プ
ロ
セ
ス

希望する全ての日本の大学が、自
大学の強みある教育コンテンツを
世界に提供。

海外協定大学等からも科目提供。

オールジャパンで多彩で魅力ある
戦略的科目群を構成し、世界に
発信。

☞「各大学専用BOX」の提供とサポート
► プラットフォーム環境システム提供
► ポータルサイト機能の提供
► ポート機能の提供

日本の高等教育機関における
► プレゼンス向上と強い教育経営基盤の実現
► 国内外の幅広い学生のニーズへの対応
► 世界とのバーチャル交流の促進等

WHY
► 「Box-in-Box型」のオンライン教育プラットフォームシステムの構築と運営
► 開かれた教育に向けたｺﾝﾃﾝﾂの提供と個人・機関のﾆｰｽﾞに沿った継続的なｱﾌﾟﾃﾞｰﾄ
► 教育の質保証を伴った単位の付与・互換制度の構築
► 運営事業体の設置による自立・発展的運営の実現

WHAT

► Box提供モデル、BtoB（大学等ユーザー）、
BtoC（及び学生・一般ユーザー）の３つのビジネスモデル

► 「国際化促進フォーラム」等と連携した国内外への取組発信
HOW

► 外国人含む職業スキルや生涯教育ニーズへの対応
► オンライン教育をきっかけとした地方への関心／移住なしに全国・世界の科目を受講

► 国内外高校生、大学生、社会人等
► 国内外大学等の教育機関等
► コンテンツ提供機関

WHO

リカレント教育、地方創生への
貢献

日本発の
ブランド・プレゼンスの向上

開放性ある多様なスキーム
☞ 無料講座、サーティフィケート等

日本文化、
クールジャパン

~日本語教育及び日本の
強みを発信~

世界や社会に通用
性のある多様な知
の科目の集積

英語を中心とした
多言語発信

資料２筑波大学作成



JV-Campus

ヘルスケアの学習と
コミュニティに
入りたい！

XX大学の
修了証が
ほしい！

大学の学習
を先取り
したい！

研修に
使いたい

日本語教育に
使いたい

英語の一般教養
に使いたい

Japan Virtual Campus (JV-Campus) 構想（プラットフォーム概要）

大学 研究開発機関 民間企業

大学等ユーザー（BtoB）
国内外高校生 国内外大学生 国内外社会人

学生・一般ユーザー（BtoC)

・・・

連携大学等と共同した
講座の提供と利益配分

対価

Box-in-Box型プラットフォーム

¥ 個別大学等の戦略に応じた
講座の提供に対する対価の扱い¥

¥ 正規課程の一部、単位認定、リカレント教育、
留学などで利用、利用コンテンツに対するフィードバック

カリキュラム等の一部として利用
利用コンテンツのフィードバック¥

オールジャパンで世界に発信 希望する全ての日本の大学が世界に発信

JV-Campus事業※１

受講可能

プラットフォーム・戦略的パッケージ
要望等

・コンソーシアム参加費※２
・個別機関BOX利用料

高大連携で使いたい
大学の学習を先取りしたい

高等学校

※１ 運営事業体（2024年度以降） ※２ 補助事業期間中の取扱いは検討中

個別大学等の戦略に応じて
独自に運営

ニーズに応じた複数の科目群を構成
しパッケージ化してユーザーに提供

JV-Cに科目提供 JV-Cで科目運営

・・・

戦略的
パッケージBox

一般教養

語学

専門分野等
個別機関

Box

国内A大学

国内D大学

海外E大学

国内D機関国内A大学 国内B大学 国内C大学 国内Ｅ機関 国内Ｆ機関 海外Ｇ大学 海外Ｈ大学 海外Ｉ大学

筑波大学作成



Japan Virtual Campus (JV-Campus) 構想（BtoBユーザーメリット）

●JV-Campus事業側が、各大学等ユーザーに対し、
多数の国内外大学から構成・提供される科目群を
「戦略的パッケージBox」として提供

① ニーズに沿ったオンライン教育科目の提供
【内容】 ユーザーニーズに沿った科目を事業体側が国内外大学等と協力して構

築・提供する予定。
例１） 留学生が来日する前に日本語科目の受講を促したい。
例２） 留学前に英語や現地語を学習する機会を提供したい。
例３） 英語による一般教養科目をカバーしたい。
例４） 資格に必要な科目の補充をしたい。
例５） 国際バカロレア（IB）高校において、高大連携で利用したい。

② 単位、修了証、マイクロクレデンシャル等の付与
【内容】 JV-Campus参加校と協力し、単位・修了証・マイクロクレデンシャルなど

を付与する予定。
例１） 留学前の日本語科目受講証書の発行
例２） 企業向けに資格・リカレント教育成果としてのマイクロクレデンシャル発行

③ オンライン教育の質の担保
【内 容】 JV-Campusとしてシラバスやオンライン教育コンテンツの基準を規格化・

明確化することで、教育内容の質を担保する予定。
【メリット】 各大学等ユーザー組織において、単位認定が容易となる。

各大学の運営方針に沿った独自のオンライン科目受講が可能に

研修に
使いたい

日本語教育に
使いたい

英語の一般教養
に使いたい

大学 研究開発機関 民間企業

大学等ユーザー（BtoB）

高大連携で使いたい
大学の学習を先取り

高等学校

戦略的
パッケージBox

一般教養

語学

専門分野等

オールジャパンで世界に発信

ニーズに応じた複数の科目群を構成し
パッケージ化してユーザーに提供

JV-Campusに科目提供

国内D機関

国内A大学 国内B大学 国内C大学

国内Ｅ機関 国内Ｆ機関

海外Ｇ大学 海外Ｈ大学 海外Ｉ大学

筑波大学作成



Japan Virtual Campus (JV-Campus) 構想（BtoCコンテンツ提供メリット）

定期的な講座のパッケージング

サービス① プラットフォーム環境システムの提供
【内 容】 受講管理・コンテンツ提供管理・課金管理などオンライン教育実施に必要なプ

ラットフォームを提供する予定。
【メリット】 オンライン教育プラットフォームを持たない大学等が、一科目からオンライン教育コ

ンテンツを提供し、自由に学生・一般ユーザーなどを集めることができる。自大学
の強みとなる科目を国内外に向けて発信できる。

サービス② ポータルサイト機能の提供
【内 容】 ポータルサイトとして、既存のオンライン教育プラットフォームへリンクする予定
【メリット】 すでにオンライン教育プラットフォームを構築運営している大学等に対し、ポータル

サイトとしてユーザー獲得に向けたアクセシビリティ向上に寄与する。

サービス③ サポート機能の提供
【内 容】 受講管理・コンテンツ提供管理・課金管理に関して、オンライン教育を支援する

サポートセンタ ー機能を提供する予定。
【メリット】 オンライン教育支援人材不足などを解決する。

☞ 運営方針に沿った独自のオンライン教育提供が可能

ヘルスケアの学習と
コミュニティに
入りたい！

XX大学の
修了証が
ほしい！

大学の学習
を先取り
したい！

国内外高校生 国内外大学生 国内外社会人

学生・一般ユーザー（BtoC)

・・・

●JV-Campus事業側が、希望する全ての大学等が、自由に
運営できる「各大学専用Box 」（個別機関Box）を提供

個別機関
Box

国内A大学

国内D大学

海外E大学

希望する全ての日本の大学が世界に発信
個別大学等の戦略に応じて独自に運営

JV-Campusで科目運営

国内D機関

国内A大学 国内B大学 国内C大学

国内Ｅ機関 国内Ｆ機関

海外Ｇ大学 海外Ｈ大学 海外Ｉ大学

筑波大学作成



JV－Campus ポータルサイト

２
単純な科目
等の提供

１
パッケージ
提供

戦略的パッケージBOX
・

☞多数の国内外大学が提供し
構成される科目群

・ユーザーニーズへの対応
・単位、修了証、マイクロクレデン
シャル等の付与
・コンテンツ基準の規格化・明確
化による質の担保

各大学独自Box
（個別機関Box ）

・

☞２つのパターン
①単純リンク等

→ポータルサイトの提供
② プラットフォーム等を持たない

大学等
→プラットフォーム環境シ

ステム提供
（2021年9月プロトタイプ版公開予
定、2022年初頭β版開始予定）

※ 「戦略的Box」コンテンツの有償・無償の判断の在り方については検討中

立
上
げ
に
か
か
る
財
政
支
援
・
国
内
外
に
向
け
た
積
極
広
報
等

３
多様な国際
戦略コンテン
ツ提供

JV-Campus Platform参加大学

国内外からの 多様なユーザー

2021年度は戦略的パッケージ
BOX科目のニーズ調査および
パイロット科目を作成・公開

※JV-Campusがユーザーニーズ
及び国際化促進フォーラムの意見
を踏まえつつパッケージ内容を決定

①ポータルサイト利用料・・・
検討中

②PF環境システム提供料・・・
検討中

2021年度利用料無料
※2022年度以降はニーズ調査
の結果を元に金額を設定

JV-Cam
pus

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
規
約
に
同
意

MEXT

パッケージとして
Program/Certific

ateを提供
例）日本語講座シリーズ

国内外学生リクルー
トコンテンツ、オンライ
ンイベント等の提供
例）オンライン大学紹介

既存/新規科目/科目
群の提供

例）既存のオンライン科目
MOOCs用開発済科目

研究開発機関 高校生 大学生 社会人大学 高等学校

・
戦略的パッケージ

BOX
・

・
各大学独自Box

（個別機関Box ）
・

各大学の具体的参加パターンとJV－CampusとMEXT役割のイメージ筑波大学作成



今後の予定

9月30日
～10月30日

JV-Campusプロトタイプ版の発表（9月30日）
10月末までにJV-Campus機能・デザインを体験いただき

2021年初旬のテスト版運用開始に向けて
改善点などのフィードバックをいただく

2022年初旬 JV-Campusテスト版の運用開始（パイロット事業開始）

2022年度
2023年度 パイロット事業の評価、事業改善、事業拡大

2024年度 事業体による本格事業運営の開始

随時

戦略的Boxの開発、戦略的Boxのユーザー獲得
個別機関Boxのコンテンツ配信機関の募集
JV-Campusを活用した種々プロジェクト案の募集と実施
種々メディア等を介したJV-Campusの広報

筑波大学作成


